
平成２８年度自治基本条例フォーラム 各グループの発表内容 

 
テーマ：「町会・自治会のさらなる活性化に必要なこと」 
 

 

No 発表内容 

1 ・若い人でも町会活動ができる環境の整備 
・町会内のマンションの話し合い（マンションサミット）や挨拶活動 
・子育てと高齢者が助け合う仕組み（お互い様的な） 

2 ・私の属する町会内に建っている６つのマンション同士の話し合いの場があり、町

会の会議の 30 分前に集まって雑談する機会をつくっている。 

3 ・中間世代の参加が少ない。 
・外から見て、人が集まって楽しそうと感じるような企画をやることで仲間意識が

高まっていくのではないか。 

4 ・若い人を積極的に取り入れる姿勢が必要である。 
・役員だけの内輪で盛り上がるのではなく、役員以外のことも考えて町会運営をし

ていく。 
→女性は友達と一緒に来るので、もっと広がっていく。 
→参加しやすい工夫。 例：スケジュール調整は 1 か月以上前に。 

5 ・町会活動の内容について、丁寧で地道な広報活動を行う。 

6 ・住民の興味を引く行事（子供向けのもの） 
・進めるリーダーの不足（キーマンを増やす） 

7 ・若い力、若い世代が足りないので、その世代に魅力を感じられるような働きかけ 
・家族が参加できるイベントを増やす。 
・市が町会に役割を求めすぎているので、町会の負担を考えてほしい。 

8 ・町会役員と一般町会員では、町会活動に対する意識のギャップがあると思う。 
・募金訪問は若い女性にやってもらう。 
・町会で求めているボランティアをホームページ等で公開する。 
・戸田市の歴史や戸田百景など、戸田市を知ってもらう。 

9 ・楽しめる町会にする。子ども会・老人会の加入も推進する。 
・加入のメリット・デメリットの明確化 
・いろいろやるには予算がかかるので、町会費の在り方について検討すべきで。 

10 ・マンション住民が加入するように、建築時に管理組合へ働きかけをする。 
・町会加入のメリットをアピールできる窓口を作る。 
・役員をやることをポイント制にする。ポイントが貯まると特典 

11 ・子供からお年寄りまで大勢が集まる行事を企画する。特に子供が集まるもの（親

も来るので）。 

12 ・講演会やイベントなどへの参加を促すため、参加する町会員へ交通費の補助を町

会から支出する。 

13 ・興味のない人を取り込むために、近所づきあいや挨拶、囲碁将棋、マージャンな

ど、小さいことから積み上げていくことが大切。 

14 ・町会役員の定年制。若い人を積極的に入れる。 
・町会の会議の中身がわからないので、公開する。 


